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(54)【発明の名称】 医療用携帯型端末器及びこれを用いた医療支援システム

(57)【要約】
【課題】患者の対して投与(処方)する薬剤、特に注射薬
剤,輸液剤の間違いをその場で未然に防ぐとともに、ア
ラームを発生させることができるようにして医療過誤の
防止を図る医療支援システムの提供。
【解決手段】医師,看護婦などの医療従事者が所持し、
体温,血圧,呼吸数,脈拍など患者の生体情報に関するデ
ータ、患者に処方する薬剤,その投与方法などを識別符
号(バーコード等)と対応付けて表示する表示部と、アラ
ーム部と、各種データをキー入力する入力部、識別符号
を読取る読取り部と、院内ＬＡＮに接続した受信部にデ
ータを無線／及び又は有線にて送信する送信部を備えた
ことを特徴とする医療用携帯型端末器及びそれを用いて
無線／及び又は有線で院内ＬＡＮに接続した医療支援シ
ステム。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】医師、看護婦などの医療従事者が所持する
医療用携帯型端末器であって、
体温,血圧,呼吸数,脈拍など患者の生体情報に関するデ
ータ、患者に処方する薬剤、その投与方法、看護計画な
どを表示する表示部と、
アラーム部と、
各種データをキー入力する入力部と、
バーコード等の識別符号を読取る読取り部と、
院内情報通信網に接続した受信部にデータを無線／及び
又は有線にて送受信する外部通信部を備えたことを特徴
とする医療用携帯型端末器。
【請求項２】患者に対する処方、看護計画などを所定形
式の帳票で識別符号と対応づけて作成し、識別符号とし
て表示または印刷する処理部と、
該処理部と接続する院内情報通信網と、
該院内情報通信網に接続し、各病棟の各病室内に設けら
れた受信部と、
医師、看護婦などの医療従事者が所持し、体温,血圧,呼
吸数,脈拍など患者の生体情報に関するデータ、該患者
に処方する薬剤、その投与方法、看護計画などを表示す
る表示部と、アラーム部と、各種データをキー入力する
入力部、前記識別符号を読取る読取り部と、前記院内情
報通信網に接続した前記受信部とデータを無線／及び又
は有線にて送受信する外部通信部を備えたことを特徴と
する医療用携帯型端末器と、からなることを特徴とする
医療支援システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、医療用携帯端末器
及びを用いた医療支援システムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来の医療現場においては、患者の診断
・診察を行った後、担当医が処方箋を作成し、その処方
箋に基づいて薬剤師が投与薬剤の用意をし、その内容を
看護婦がチェックした後、患者に投与、投薬を行う。と
ころが実際の投与、投薬にあたっては、薬剤師が用意し
た投与薬剤を看護婦が取違えて投与したり、また、処方
(薬剤の種類,薬剤の投与量,投与速度)を間違えたり、薬
剤の投与量,投与速度,投与量を間違えて投与するという
医療過誤がおこるという問題があった。また、万一医療
過誤があった場合にも、原因がどこにあったのか調べる
ことが困難であるという問題があった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、上記従来の
問題点に鑑みてなされたものであって、患者に対して投
与(処方)、投薬する薬剤、特に注射薬剤,輸液剤の間違
いをその場で未然に防ぐとともに、アラームを発生させ
ることができ、看護計画に沿った看護の実施・確認がで
きるようにその時間的な経過を記憶するようにし、医療
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過誤の防止を図ることを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】本発明の目的を達成する
ために、本発明の医療用携帯端末器は、医師、看護婦な
どの医療従事者が所持し、体温,血圧,呼吸数,脈拍など
患者の生体情報に関するデータ、患者に処方する薬剤、
その投与方法、看護計画などを表示する表示部と、アラ
ーム部と、各種データをキー入力する入力部、バーコー
ド等の識別符号を読取る読取り部と、院内情報通信網
(院内ＬＡＮ等)に接続した受信部とデータを無線／及び
又は有線にて送受信する外部通信部を備えたことを特徴
とする。
【０００５】また、本発明の医療支援システムは、患者
に対する処方、看護計画などを所定形式の帳票で作成
し、バーコード等の識別符号として表示または印刷する
処理部と、処理部と接続する院内ＬＡＮと、院内情報通
信網(院内ＬＡＮ等)に接続し、各病棟の各病室内に設け
られた受信部と、医師、看護婦などの医療従事者が所持
し、体温,血圧,呼吸数,脈拍など患者の生体情報に関す
るデータ、患者に処方する薬剤、その投与方法、看護計
画などを表示部と、アラーム部と、各種データをキー入
力する入力部、バーコード等の識別符号を読取る読取り
部と、院内情報通信網に接続した受信部にデータを無線
／及び又は有線にて送信する送信部を備えた医療用携帯
型端末器と、からなることを特徴とする。
【０００６】
【発明の実施の形態】以下、添付図面を参照して、本発
明の好適な実施例について説明する。本実施例における
医療用携帯端末器(端末装置)とそれを用いた医療支援シ
ステムの概略構成を図１、フローチャートを図２に示
す。
【０００７】１は、医療用携帯端末器で、制御部(ＣＰ
Ｕ)１１、表示部１２、入力部１３、識別符号読取り部
(バーコードリーダー)１４、外部通信部１５、記憶部１
６を備えている。この医療用携帯端末器１は、外部通信
部１５により体温計,血圧計,脈拍計等の生体情報測定装
置３のデータを読取りまたは受信したり、これらのデー
タを記憶部１６に記憶したり、表示部１２に表示できる
ようになっている。
【０００８】２は、病院内ホストコンピュータで、制御
部(ＣＰＵ)２１、表示部２２、入力部２３、外部部２
５、記憶部２６を備えている。また、記憶部２６は、患
者データベース２６a,看護婦行動管理サーバー２６b,薬
剤データベース２６c等を含んでいる。４は、院内ＬＡ
Ｎ(情報通信ネットワーク)で、端末４aを備えている。
薬剤データベース２６cには、病院内で使用している薬
剤の種類,用途,使用禁忌,併用禁忌等の内容が記憶され
ている。また、２７は印刷部で、読取り部１４で読取っ
たバーコード等の識別符号を、患者に対する処方、看護
計画などを所定形式の帳票と対応づけて作成し、ラベル
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形状等で印刷できるようになっている。
【０００９】医療用携帯端末器１の記憶部１６に記憶さ
れた体温,血圧,脈拍等の生体情報データは、外部通信部
１５から、無線及び／または有線により端末４aを介し
て院内ＬＡＮ４を経て、院内ホストコンピュータ２の記
憶部２６の患者データベース２６aに記憶される。ま
た、５は、各ナースステーション等に配置されているパ
ーソナルコンピュータ等の端末装置で、制御部(ＣＰＵ)
５１、表示部５２、入力部５３、外部通信部５５、記憶
部５６、印刷部５７を備えている。印刷部５７は、患者
に対する処方、看護計画等、所定形式の帳票と対応づけ
て作成し、ラベル形状等でバーコード等の識別符号を併
わせて印刷できるようになっている。
【００１０】また、医者が行った処方内容(手技,投与薬
剤種類,投与方法,投与速度)、看護計画等は、患者氏名
(患者識別コード),担当医師(担当医師識別コード),病棟
番号(病棟コード),病室番号(病室コード),担当薬剤師名
(担当薬剤師コード), 担当看護婦名(担当看護婦コード)
等とともに医療用携帯端末器１の入力部１３,院内ホス
トコンピュータ２の入力部２３, 端末装置５の入力部５
３のいずれかからでも入力可能で、患者データベース
(患者情報サーバー)２６aに記憶される(ステップＳ
１)。入力の際に、使用禁忌,併用禁忌等があれば、アラ
ームが発生し、処方を再入力する。入力された処方内
容、看護計画は、図３(a)に一例として示されるよう
に、患者一人ひとり区別して、患者氏名,担当医師,病棟
番号,病室番号,担当薬剤師名,禁忌薬剤,看護計画等と併
せて院内ホストコンピュータ２の表示部２２, 医療用携
帯端末器１の表示部１２,端末装置５の表示部５２に表
示可能とされている。
【００１１】入力された処方内容、看護計画等は、印刷
部２７でラベルで所定の帳票で印刷される。必要に応じ
てバーコード等の識別符号の形でも印刷される。看護婦
等の医療従事者が医療用携帯端末器２の識別符号読取り
部１４でこれらのデータを読取る(ステップＳ２)。また
は、院内ホストコンピュータ２から端末装置４aを介し
て外部通信部１５を経て無線及び／または有線で受信す
る。この処方内容、看護計画等は、患者一人ひとり区別
して、図３(b)に一例として示されるように、病棟番号,
病室番号,担当医師名等と併せて表示部１２に表示され
る。
【００１２】処方内容、看護計画が識別符号(例えばバ
ーコード等)としてラベル等で投与薬剤の容器(薬剤が注
入されたシリンジ,輸液バッグ等)に貼付されている場合
には、患者名,患者識別番号を入力部１３に入力した
後、符号読取り部１４で処方内容を読取り、表示部１２*
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*に患者一人ひとり区別して表示する。
【００１３】患者名、処方内容が、正しいことを確認し
たら確認ボタン５a,bを押し(ステップＳ３)、薬剤投与
等の処置を行う。患者に該当する処方でないと判断され
ると、その旨アラーム(警報,表示等)を発生し、再度処
方等を入力した後、確認する。処方内容、看護計画通り
に処置が終了したら、処方済ボタン５c,５dを押し、担
当の看護婦の氏名及び／または識別番号を入力する(ス
テップＳ４)と、日時,担当看護婦名(担当看護婦コード)
と併せてその内容が記憶部１６に記憶される(ステップ
Ｓ５)。申し送り等特別必要な内容は、「メモ」として
入力部１３, 入力部２３, 入力部４３のいずれかで入力
しておく。
【００１４】記憶部１６に記憶された内容は、通信部１
５から、無線及び／または有線により端末装置４aを介
して院内ＬＡＮ４を経て、院内ホストコンピュータ２の
記憶部２６の患者データベース２６a,看護婦行動管理サ
ーバー２６bに記憶される。
【００１５】
【発明の効果】以上、本発明の医療用携帯端末器及びそ
れを用いた医療支援システムによれば、医師の行った処
方(手技,薬剤種類,投与方法,投与速度など)を識別符号
(バーコード等)で読取り、そのデータを表示して処方を
確認した後、患者に処方を行うので、医療過誤があった
場合は、その場でアラームを発生させることができる。
【００１６】また、処方内容、看護内容について、患者
一人ひとり区別して、病棟番号,病室番号,担当医師名,
日時等と併せてその時間的な経過を記憶部に記憶するよ
うにしたるので、医療過誤が起こりやすい原因がどこに
あるのか容易に判断することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例における医療支援システムの構
成図である。
【図２】本発明の実施例における医療支援システムのフ
ローチャートである。
【図３】本発明の実施例における患者データの表示画面
を示す図である。
【符号の説明】
１…携帯端末器、２…院内ホストコンピュータ、３…生
体情報測定装置、４…院内ＬＡＮ、１１,２１,５１…制
御部、１２,２２,５２…表示部、１３,２３,５３…入力
部、１４…識別符号読取部、１５,２５,５５…外部通信
部、１６,２６,５６…記憶部、２６a…患者データベー
ス、２６b…看護婦行動管理サーバー、２６c…薬剤デー
タベース
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